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このたびは、(株)デジタル製 TFT 方式カラーディスプレイパネル「FP-570T」(これより「FP」と

称します)をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。

FPは、「IBM-PCシリーズパソコン(VGAモード）」と接続してご利用いただけるTFT方式カラーLCDディ

スプレイです。

ご使用にあたっては、このマニュアルをよくお読みいただき、FPの正しい取り扱い方法と機能をご理

解いただきますようお願いいたします。

なお、FPのアナログインターフェイスは標準VGAモードを対象として設計されています。現在市販さ

れているVGAインターフェイス機器によっては、接続できない場合がありますので確認の上ご使用く

ださい。詳しくは「接続機種についての注意」をご覧ください。

　はじめに

はじめに

(1) 本製品、および本書の内容の一部または全部を無断転載することは禁止されています。

(2) 本製品、および本書の内容に関しては、将来予告なしに変更することがあります。

(3) 本製品、および本書の内容について、万全を期して作成いたしましたが、万一誤りや記載

もれなど、ご不審な点がありましたらご連絡ください。

(4) 本製品を使用したことによるお客様の損害、および免失利益、または第三者からのいかな

る請求につきましても、当社はその責任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。

お断り

© Copyright 1996 Digital Electronics Corporation. All rights reserved.

本書に記載の商品名や製品は、それぞれの所有者の商標です。
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この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が

障害を負ったり、物的損害の発生が想定される内容

を示します。
注意

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が

死亡または重傷を負う可能性が想定される内容を示

します。
警告

安全に正しくお使いいただくために

本書には、FPを正しくお使いいただくために安全表示が記述されています。本書を必ず保管し、必

要に応じて参照してください。

■絵表示について

本書では、FPを安全に使用していただくために、注意事項を次のような絵表示をしています。ここ

で示した注意事項は、安全に関する重大な内容を記載しています。必ず守ってください。

その表示と意味は次のようになっています。
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警告

FPを安全に使用していただくために、以下の指示に従ってください。

■ 電源ケーブルの取り付けは必ず電源が供給されていないことを確認して、取り付けてください。

感電のおそれがあります。

■ 表示された電源電圧以外の電圧で使用しないでください。火災、感電のおそれがあります。

■ FPの本体カバーを開けるときは、必ず電源を切ってください。内部には高電圧部分があり危険

です。

■ FPは改造しないでください。火災、感電のおそれがあります。

■ バックライトの交換は必ず電源を切ってから行ってください。感電の危険性があります。

■ 装置の安全性にかかわるタッチスイッチをFP上に設けないでください。非常停止スイッチなど

の安全性に関わるスイッチは、別系統のハードウェアスイッチを設けてください。

■ 万一、異物(金属片、水、液体)が機器の内部に入った場合は、すぐにFPの電源を切り電源プラ

グを抜いて、販売店または当社までご連絡ください。

■ FPを設置する際には、本書の「第3章　設置と配線」をよく読んで、適切な場所に正しく設置

してください。

■ 可燃性ガスのあるところでは使用しないでください。爆発の可能性があります。

■ FPは航空機器、航空宇宙機器、幹線通信機器、原子力制御機器、生命の維持に関わる医療機器

などの極めて高度な信頼性・安全性が求められる用途への使用を想定しておりません。これらの

用途には使用できません。

■ FPを運送機器（列車、自動車、船舶等）、防災防犯装置、各種安全装置、生命の維持に関わらな

い医療機器などの、機能・精度において高い信頼性・安全性が求められる用途で使用する場合は、

組み込まれるシステム機器全般として、冗長設計、誤動作防止設計等の安全設計を施す必要があ

ります。

安全に関する使用上の注意
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注意 安全に関する使用上の注意

FPを正常に使用していただくために、以下の指示に従ってください。

■ 強い力や堅い物質でFPの表示部を押すと、表示部が割れ危険ですので押さえないでください。

■ FPの表面が汚れた場合は乾いた柔らかい布に薄めた中性洗剤をしみ込ませ、堅くしぼってふき

取ってください。シンナーや有機溶剤などでふかないでください。

■ シャープペンシルやドライバーのように先が鋭利なもので、タッチパネルを押さないでください。

破損のおそれがあります。

■ FPを直射日光の当たる場所や、高温、粉塵、湿気もしくは振動の多いところでの使用および保

管はしないでください。

■ 温度変化が急激で、結露するような場所での使用は避けてください。故障の原因となります。

■ FPの温度上昇を防ぐため、FPの通風孔をふさいだり熱がこもるような場所での使用は避けてく

ださい。

■ 薬品が気化し、発散している空気や薬品が付着する場所での使用、および保管は避けてください。

液晶パネルに関する注意とお願い

以下の記載事項以外の仕様につきましては弊社営業担当までお問い合わせください。

■ 液晶ディスプレイの内部には、刺激性物質が含まれています。万一の破損により液状の物質が流

出して皮膚に付着した場合は、すぐに流水で15分以上洗浄してください。また、目に入った場

合は、すぐに流水で15分以上洗浄した後、医師に相談してください。

■ 液晶ディスプレイは表示内容やコントラスト調整などにより、明るさのムラが生じることがあり

ますが、故障ではありませんのであらかじめご了承ください。

■ 液晶ディスプレイの表示素子には、微細な斑点（黒点、輝点）が生じることがあります。これは

故障ではありませんのであらかじめご了承ください。

■　液晶ディスプレイにクロストーク(表示延長上の影)が現れる場合があります。これは液晶ディ

スプレイの基本的特性ですのでご了承ください。

■ 液晶ディスプレイの画面を視野角外から見ると表示色が変化して見えます。これは液晶ディスプ

レイの基本的特性ですのでご了承ください。

■ 液晶ディスプレイの視野角は指向性があります。正しい方向から見なければ本来の視野角が得ら

れない場合がありますので取り付けの際はご注意ください。

■ 同一画面を長時間表示していると表示されていたものが残像として残ることがあります。このよ

うな場合は、いったん電源を切り、しばらくしてから再度電源を入れると戻ります。これは液晶

ディスプレイの基本的特性ですのでご了承ください。

残像を防ぐには以下のようにしてください。

・同一画面で待機する場合は、表示OFF機能を使用する。

・表示画面を周期的に切り替えて、同一画面を長時間表示しない。
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FPのアナログインターフェイスは標準VGAモードを対象として設計されています。

FPのドットクロック周波数は、下記の範囲で追従できるようになっています。

現在市販されているVGAインターフェイス機器の中には上記の追従範囲外のものもあるため、接続

できない場合がありますのでご確認の上ご使用ください。

なお、同一パソコン機種においてもVGA ボードを交換した場合には同様のことが発生します。

接続機種についての注意

接続機種についての注意

表示モード サイズ ドットクロック範囲

V
G
A

テキストモード 720×400, 720×350 28.322MHz±1%

グラフィックモード 640×480, 640×400, 640×350 25.175MHz±1%

・ VGA テキストモードの場合、右側の 80 ドット分は表示されません。

・ 表示モードの選択は、設定スイッチ(SW1-4)で行います。
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FP-570Tには、次のような特長があります。

● ディスプレイ部に高画質TFT カラーLCD を採用

ディスプレイ部には、10.4インチTFT方式カラーLCDを搭載しています。FAからプロセスまで

表現力豊かに表示します。CRTにひけをとらない高画質、ハイコントラスト、応答速度の速さなど

が特長です。

640(横)× 480(縦)ドット表示の大画面で 26 万色の表示が可能です。

● 機器組み込み専用背面取り付けタイプ

薄型・軽量・コンパクトな機器組み込み専用タイプです。機器などに簡単に組み込めるので、パ

ソコン応用のFA や OA システムなどの情報をモニタリングできます。防滴パッキンを取り付け

ることにより、フロント面に防塵・防滴効果が得られるので、過酷な現場での使用にも適して

います。

● VGA 対応パソコンなどのデータをフラットパネルで表示

アナログRGB インターフェイスを搭載しているので、グラフィックにVGA モードを採用してい

るあらゆる機器に接続できます。（クロック周波数によっては一部接続できない機種もあります）

● 見ながら操作できるタッチパネルを標準装備

タッチパネルを標準装備しています。RS-232Cでのコマンド入出力により、タッチパネルのタッ

チデータを接続されているホストのパソコンへ出力します。タッチ操作が必要なシステムなどのモ

ニタリングに最適です。

FP-570Tの特長

FP-570Tの特長
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IP65fについて

IP65fについて
IP65fは環境に適した保護構造でその機能を充分に発揮し､故障など未然に防止するために日本電機

工業会規格（JEM）で定められた規格です｡規格の内容は以下のようになっています｡ただし本製品

は､パネル取り付け時のフロント部のみ対応しています｡

IP 6 5 f
① ② ③ ④

① 保護構造の呼称を示す文字記号

② 機器から人体を保護および固形異物の侵入に対して機械を保護

<粉塵が内部に侵入しません>

③ 水の侵入に対して機器を保護

<いかなる方向からの強い水の直接噴流によって有害な影響を受けない>

④ 油の侵入に対して機器を保護

<いかなる方向からの油滴･油沫によって有害な影響を受けない>
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梱包内容

梱包内容

□ 3.5 インチフロッピーディスク □ 取付金具（4個 1組）

（タッチパネル通信用プログラム）

梱包箱には、機器本体の他に付属品やマニュアルが入っています｡まずはじめに、箱の中身を

取り出して次のものがすべてそろっているかどうか確認してください。

□ FP 本体(FP570-TC11) □ FP-570T

ユーザーズマニュアル

Digital
Pro-face

FP-570T

ユーザーズ

マニュアル

品質や梱包などには出荷に際して万全を期しておりますが、万一破損や部品不足、その他お気

づきの点がありましたら、すぐに販売店にご連絡ください。
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マニュアル表記上の注意

マニュアル表記上の注意

本書で使用している記号の意味を示します。

・ 注意事項や制約事項です。安全に正しくご使用いただくために必ず守っ

てください。

・ 参考事項です。補足説明や知っていると便利な情報が載せてあります。

  * 特に説明が必要な語句についています。

*のついた語句の説明をしています。また、関連事項の参照ページを示し

ます。

①② 操作手順です。ある目的の作業を行うために、番号に従って操作を行っ

てください。

参照参照参照参照参照→→→→→
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1. システム構成図

2. オプション機器一覧

1-1 システム構成図

1-1

概要

システム構成図

オプション

アナログRGB

インターフェイスケーブル（5m）

(FP61V-IV00-O)

（VGA 仕様:Dsub15 ピンオス）

FPと接続可能な周辺機器を紹介します。

DOS/Vパソコン

オプション

SIOインターフェイスケーブル（5m）

(FP61V-IS00-O)

（DOS/V 仕様:Dsub9 ピンメス）

FP本体

第 1 章
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1-2 オプション機器一覧

オプション機器一覧1-2

(株)デジタルのオプション品です。

型式 内容

SIOケーブル FP61V-IS00-O

各種ホストとFPとの間でタッチパネルデータの送
信やFPへのコマンド送信に使用するシリアルイン
ターフェイスケーブルです。(5m)
DOS/V仕様(Dsub9ピンメス)です。

RGBケーブル FP61V-IV00-O
各種ホストからFPに画像信号を出力する際のアナ
ログRGBインターフェイスケーブルです。(5m)
VGA仕様(Dsub15ピンオス)です。

交換用バックライト GP570-BL00-MS 交換用のバックライトです。

取付金具 GP070-AT00-MS FP取り付け時に使用する金具です。

防滴パッキン GP-WP10-MS
FP取り付け時に使用する防滴パッキンです。本体
に取り付けられているものと同じです。

画面保護シート GP570-DF10-O
表示面の保護、および防汚用の使い捨てシートで
す。表示面に貼ったままでタッチパネルの使用も
可能です。[5枚1セット]

Windows(R)95用
タッチパネル

デバイスドライバ
PL-ME000

Windows(R)95専用のタッチパネルデバイスドライ
バです。WindowsNT(R)の場合はグンゼ(株)製
TT-WIN/NTをご使用ください。

商品名

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
オ
プ
シ
ョ
ン

オ
プ
シ
ョ
ン
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電気的仕様

仕様

第 ２ 章

2-1 一般仕様

2-1 一般仕様

2-1-1

1.一般仕様

2.性能仕様

3.インターフェイス仕様

4. オプションケーブル　ピン番号

5.各部名称とその機能

6.外観図と各部寸法図

FP の一般仕様、性能仕様、インターフェイス仕様などの仕様と名称と外観図を説明します。

定格電圧 AC85V～132V　50/60Hz

消費電力 50W以下

許容瞬停時間 20ms以内

絶縁耐力 AC1500V 20mA 1分間（充電部端子とFG端子間）

絶縁抵抗 DC500Vで10MΩ以上（充電部端子とFG端子間）
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2-1 一般仕様

外観仕様2-1-3

環境仕様2-1-2

外形寸法(mm) 317W×243H×85D（本体のみ、突出部含む）

質量 3.5kg以下（本体のみ）

冷却 自然冷却

使用周囲温度 0～40℃

保存周囲温度 -10～60℃

周囲湿度 30～85%RH（結露のないこと）

耐振動性 10～25Hz（X、Y、Z方向　各30分　2G）

ノイズ電圧　：1200Vp-p

パルス幅　：1μs

立ち上がり時間　：1ns

雰囲気 腐食性ガスのないこと

接地 D種接地

保護構造*1 JEM1030 IP65f相当

耐ノイズ性
（ﾉｲｽﾞｼﾐｭﾚｰﾀ
による）

*1 本機をパネルに取り付けたときのフロント部分に関する保護構造です。当該試験条件で適合性を確認し
ていますが、あらゆる環境での使用を保証しているものではありません。特に試験に規定されている油
で あっても、長時間にわたり噴霧状態で本機がさらされている場合や極端に粘度の低い切削油にさら
されている場合などは、フロント部のシートのはがれにより油の浸入が発生することがあります。その
場合は別途対策が必要となります。また、規定外の油でも同様の浸入やプラスチックが変質することが
あります。本機を使用する前にあらかじめご使用の環境をご確認ください。

また、長時間使用した防滴パッキンや一度パネル取り付けした防滴パッキンはキズや汚れが付き、十分
な保護効果を得られない場合があります。安定した保護効果を得るためには、防滴パッキンの定期的な
交換をお勧めします。
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2-2 性能仕様

2-2 性能仕様

表示素子
表示色
分解能
コントラストの調整
ドットピッチ(mm)

解像度 1024×1024
方式 アナログ抵抗膜方式

表示エリア(mm)

バックライト

TFT カラーLCD
26万色
640×480ドット
ボリューム調整可能(本体背面CONTRASTボリューム)
0.33H×0.33W

タッチパネル

211×158

表示モード
(スイッチ選択設定)

VGAテキストモード
720×400、720×350
(右側の80ドット分は表示されません。400、350ライ
ン表示時はセンターに表示されます)

冷陰極管
(常温、常湿度での平均寿命は、20,000時間)

VGAグラフィックモード
640×480、640×400、640×350
(640×400、640×350では、400、350ライン表示時
はセンターに表示されます)

インターフェイス
アナログRGBインターフェイス
SIOインターフェイス(タッチインターフェイス)
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2-3 インターフェイス仕様

2-3 インターフェイス仕様

アナログRGBインターフェイス2-3-1

入力信号方式 アナログRGB

入力信号特性
映像信号:アナログRGB
同期信号:TTLレベル負極性または正極性
走査方式:ノンインターレス

調整機能

チラツキ補正　　　(8段階)
アナログRGB調整  (コントラスト)
水平表示位置調整　(-16～+15ドット)
垂直表示位置調整　(-8～+7ドット)

アナログRGB信号コネクタのピン番号と信号名称

・ VGAテキストモードの場合、右側の80ドット分は表示されません。

・ 表示モードの選択は、設定スイッチ（SW1-4）で行います。

ピン
番号 信号名 内容 ピンコネクション

1 アナログR R信号入力

2 アナログG G信号入力

3 アナログB B信号入力

4 リザーブ NC（予備入力）

5 デジタルグラウンド デジタル信号GND

6 リターンR R信号GND

7 リターンG G信号GND

8 リターンB B信号GND

9 リザーブ NC（予備入力）

10 デジタルグラウンド デジタル信号GND

11 リザーブ NC（予備入力）

12 リザーブ NC（予備入力）

13 H.SYNC 水平同期信号入力

14 V.SYNC 垂直同期信号入力

15 リザーブ NC（予備入力）

適合コネクタ ........... ミニ Dsub 15ピンオス
コネクタネジピッチ ..... インチ(4-40)
ケーブル ...............（株）デジタル製　RGB ケーブル(FP61V-IV00-O)（VGA 仕様）

・（株）デジタル製RGBケーブルを使用せず、自作のケーブル等を使用された

場合にはノイズ等による動作の保証はできません。

表示モード サイズ ドットクロック範囲

V
G
A

テキストモード 720×400, 720×350 28.322MHz±1%

グラフィックモード 640×480, 640×400, 640×350 25.175MHz±1%
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2-3 インターフェイス仕様

シリアルインターフェイス2-3-2

シリアルインターフェイス

ボーレート：9600bps
データ長：8ビット
パリティ：なし
ストップビット：1

シリアルインターフェイスコネクタのピン番号と信号名称

適合コネクタ ........Dsub 9ピンメス
コネクタネジピッチ ..インチ(4-40)
ケーブル ............（株）デジタル製　SIO ケーブル(FP61V-IS00-O)

FPのシリアルインターフェイスはパソコンと同ピン（ストレート）ケーブルで接続できる

ようになっており、信号名もパソコン側にあわせてあります。ですからパソコンの信号名

と同じ信号名の番号を接続するようになります。

例えば、2ピンのRDはパソコン側のRDに接続してください。FPにとってRDは出力信号で

す。

上表の内容の（FP  HOST）の矢印または「2-4　オプションケーブル　ピン番号」をご参

照ください。

信号名について

→←

・（株）デジタル製SIOケーブルを使用せず、自作のケーブル等を使用された

場合にはノイズ等による動作の保証はありません。

ピン
番号 信号名 内容 ピンコネクション

1 CD キャリアデイテクト（FP→HOST）

2 RD 受信データ（FP→HOST）

3 SD 送信データ（FP←HOST）

4 DTR ターミナルレディ（FP←HOST）

5 GND グランド

6 DSR データセット可能（FP→HOST）

7 RS 送信要求信号（FP←HOST）

8 CS 送信可能信号（FP→HOST）

9 NC ―
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2-4 オプションケーブル ピン番号

2-4 オプションケーブル　ピン番号

RGBケーブル（オプションケーブル：VGA仕様）ピン番号

FP側 パソコン側RGBケーブル
1 アナログR 入力 1 RED IN RED VIDEO 1 出力 RED VIDEO 1

2 アナログG 入力 2 GRN IN GRN VIDEO 2 出力 GRN VIDEO 2

3 アナログB 入力 3 BLU IN BLU VIDEO 3 出力 BLU VIDEO 3

4 リザーブ ― 4 NC NC 4 ― NC 4

5 デジタルグランド ― 5 GND GROUND 5 ― GROUND 5

6 リターンR ― 6 RED GND GROUND RED 6 ― GROUND RED 6

7 リターンG ― 7 GRN GND GROUND GRN 7 ― GROUND GRN 7

8 リターンB ― 8 BLU GND GROUND BLU 8 ― GROUND BLU 8

9 リザーブ ― 9 NC NC 9 ― NC 9

10 デジタルグランド ― 10 GND GROUND 10 ― GROUND 10

11 リザーブ ― 11 NC MONITOR 11 ― MONITOR 11

SENSE(COLOR) SENSE(COLOR)

12 リザーブ ― 12 NC MONITOR 12 ― MONITOR 12

SENSE(MONO) SENSE(MONO)

13 H.SYNC 入力 13 HSYN HSYN 13 出力 HSYN 13

14 V.SYNC 入力 14 VSYN VSYN 14 出力 VSYN 14

15 リザーブ ― 15 NC NC 15 ― NC 15

FG FG ― FG FG FG FG

FPとRGBケーブル（オプションケーブル）は信号およびその信号名をパソコン側に合わせてあり

ます。またそのためオプションケーブルは同ピン接続に設計されていますのでケーブルの向きは

ありません。どちらでも接続可能です。

パソコン側のコネクタのネジのピッチについてはインチ系が標準なため、ケーブルとFP側のコネ

クタのネジのピッチもインチ(4-40)に統一してあります。
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SIOケーブル（オプションケーブル：DOS/V仕様）ピン番号

FP側 パソコン側SIOケーブル
1 CD 出力 1 CD CD 1 入力 CD 1

2 RD 出力 2 RD RD 2 入力 RD 2

3 SD 入力 3 SD SD 3 出力 SD 3

4 DTR 入力 4 DTR DTR 4 出力 DTR 4

5 GND ― 5 GND GND 5 ― GND 5

6 DSR 出力 6 DSR DSR 6 入力 DSR 6

7 RS 入力 7 RS RS 7 出力 RS 7

8 CS 出力 8 CS CS 8 入力 CS 8

9 NC ― 9 NC RI 9 入力 RI 9

FG FG ― FG FG FG FG

FPとSIOケーブル（オプションケーブル）は信号およびその信号名をパソコン側に合わせてあり

ます。またそのためオプションケーブルは同ピン接続に設計されていますのでケーブルの向きは

ありません。どちらでも接続可能です。

パソコン側のコネクタのネジのピッチについてはインチ系が標準なため、ケーブルとFP側のコネ

クタのネジのピッチもインチ(4-40)に統一してあります。

2-4 オプションケーブル ピン番号
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2-5 各部名称とその機能

A:TFT カラーLCD

FPの表示出力部です。ホストのデータを表示しま

す。

B :タッチパネル

画面の切り替え操作やホストへのデータの書き込み

が行えます。

C :電源入力用端子台

電源ケーブルと接続します。

D :設定スイッチ（ディップスイッチ）

動作モードの設定を行うスイッチです。

E : VGA I/F（アナログRGB）コネクタ

アナログRGBのインターフェイス用コネクタです。

F : RS-232Cコネクタ

R S ｰ 2 3 2 C（シリアル）のインターフェースです。

　各種ホストの間でタッチパネルデータの送信、およ

　び FP へのコマンドなどに使用されるインターフェ

　イス用コネクタです。

2-5 各部名称とその機能

正面図

背面図

A,B

C F DE
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外観図と各部寸法図2-6

単位: mm

2-6 外観図と各部寸法図

正面図 側面図

上面図 背面図

FP570-TC11 外観図2-6-1

301

243 227

77.57.5
85

317

・ 外観寸法の詳細な値が必要な場合は、当社営業担当までお問い合わせくだ

さい。
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2-6 外観図と各部寸法図

単位: m m

正面図 側面図

上面図

背面図

2-6-2 取付金具寸法図

単位: mm

22
8
±
0.
5

302 ±0.5 4-R2 以下

・ 防滴効果を得るため、取り付け部は傷がなく良好な平面にしてください。

2-6-3 パネルカット寸法
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第 ３  章

3-1 FPの取り付け

1．FPの取り付け

2．配線について

3．動作モードおよび表示位置の設定

設置と配線

以下の方法で取り付けを行ってください。

■防滴パッキンを取り付ける

防滴効果を必要としないような環境においても防滴パッキン(本体付属)は、必ず使用してくだ
さい。FPの表示面を下にして水平なところに置き、付属の防滴パッキンを背面部から樹脂ベ
ゼルの溝に取り付けます。防滴パッキンの取り付け方法については、参照→7-1-2 防滴
パッキンについて

3-1-1 取り付け手順

・ 防滴効果を得るため、取り付け部（パネル）には反りや傷、凹凸のない良
好な平面を選んでください。反りを防止するためには補強板をつけることも
有効です。

・ パネル厚許容範囲は、1.6mm～10mmです。

・ 取り付けをする前に、パッキンがFPに装着されているか必ず確認してく

ださい。

■取り付け穴をあける
取り付け穴図に従い、取り付け部分に加工を行います。取り付けには、防滴パッキン、取り付け

金具が必要です。　　　　　2-6-2取り付け穴図

背面
パッキン

参照→参照→参照→参照→参照→

F P

3-1 FPの取り付け

FP の取り付け方法と配線方法、動作モードなどの設定について説明します。

1.6mm ～10mm

取り付け取り付け取り付け取り付け取り付け

パネル

・ パネルの強度を十分考慮の上、パネル厚を決定してください。
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3-1 FPの取り付け

・ 保守性、操作性、および風通しを良くするため、FP と構造物や部品との
間は、100mm以上としてください。

・ FPは垂直横取り付けで自然冷却を基本にしています。水平取り付けや縦取
り付けの場合、FPに熱がこもらないよう、強制空冷を行ってください。

垂直横取り付け

水平取り付け

縦取り付け

・ 縦取り付けの場合、電源入力用端子台が上になるように取り付けてくださ

い。

・ 他の機器の発熱でFPが過熱しないようにしてください。

・ 使用周囲温度が40℃以上で使用しないでください。

・ 電磁開閉機やノーヒューズブレーカーなどのアークを発生させる機械から

は遠ざけて設置してください。

・ 自然冷却で、斜めに設置する場合の取り付け角度は、垂直より30°以内に

してください。

側面 正面

30°以内

■パネルの前面から取り付け穴にはめ込む
側面

パネル
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取り付け金具のネジの後ろをドライバーで止めます。防滴効果を得るためのしめつけトルクは

0.5～ 0.6N･mです。

パネル

FP

・ 強くしめすぎると、破損するおそれがあります。

▲

▼

3-1 FP の取り付け

取り付け金具

フック

②

③ 穴に入れたら、金具を後ろへずらします。

■パネルの裏側を取り付け金具で固定する

FP の上、下面4カ所にある金具穴に、取り付け金具のフックを入れます。

①

金具穴

上、下面図

金具穴

パネル

前面 背面
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3-2　配線について

配線について3-2

・ 電源線は、できるだけ太い電線（最大2mm2）を使い、必ずつなぎ込みの端

子からツイストしてください。

・ 端子寸法は、以下の条件のものを使用してください。

・ 圧着端子は、ネジのゆるみ時の短絡を防止するために、絶縁スリーブ付き

圧着端子を使用してください。

・ FG端子を接続した場合は、ノイズの影響を受けやすくなりますので、必ず

アースに落としてください。

φ3.2mm 以上

6.0mm以下

■ 感電の恐れがありますので、必ず電源が供給されていない状態で接続してください。

■ FP570-TC11は AC100V入力専用です。AC100V以外を供給すると、電源、および本体が破損

します。

■ FP本体には、電源スイッチがないため、ブレーカーを取り付けてください。

警 告

3-2-1 電源ケーブルについて

電源ケーブルの配線や配線時の注意について説明しています。

電源ケーブルを配線します。

電源入力用端子台

L  N   FG
NL FG

圧着端子*1

FP 背面図
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*1 AC100V　L ＝交流入力用ライブライン
AC100V　N ＝交流入力用ニュートラルライン
FG ＝ FP の筐体に接続される接地用端子

・推奨圧着端子：V2-MS3 相当＜日本圧着端子製造（株）製＞

3-2　配線について

電源ケーブルは、以下の手順に従って接続してください。

①　通電されてないことを確認します。

②　端子台カバーをプラスドライバで外します。

③　端子台の中央3ヵ所のネジを外し、圧着端子をネジ穴にあわせた後、ネジ止めします。

（圧着端子ケーブルを確認のうえ、正しい位置に取り付けてください）

・しめつけトルクは0.5～ 0.6N･mです。
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3-2 配線について

FP-570を使用したときの電源供給時の注意事項です。FP背面の電源入力用端子台に電源ケーブ

ルを接続してください。

3-2-2 電源供給時の注意事項

・ FP の電源と入出力機器、および動力機器とは、

系列を分離して配線してください。

・ 電源ケーブルは、耐ノイズ性向上のためツイス

ト（より線）で布線してください。

・ 主回路（高電圧、大電流）線、入出力信号線、電

源ケーブルは、それぞれ束線、接近をしないで

ください。

・ 雷のサージ対策に、雷用サージアブソーバを接

続してください。

・ ノイズを避けるため、電源ケーブルはできるだ

け短くしてください。

定電圧

トランス
FP

より線

絶縁

トランス
FP

より線

FP

入出力機器
入出力電源

FP の電源主電源

主電源 FP 電源

FP

入出力機器

入出力機器

動力機器

入出力電源

主回路電源

・ 電圧変動が規定値以上の場合は、定電圧トラン

スを接続してください。

電圧の規定値については、　　　　　第２章仕様

・ 線間や大地間は、ノイズの少ない電源を使用し

てください。ノイズが多い場合は、絶縁トラン

ス（ノイズカットトランス）を接続してくださ

い。

・ 定電圧トランス、絶縁トランスは、容

量100VA以上のものを使用してくださ

い。

参照→参照→参照→参照→参照→

FP

FG

E2E1

雷用サージアブソーバ

・ 雷用サージアブソーバの接続(E1）と

FPの接地（E2）とは分離して行ってく

ださい。

・ 電源電圧最大上昇時でも、サージアブ

ソーバの最大許容回路電圧を超えない

ような雷用サージアブソーバを選定し

てください。
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3-2 配線について

・ FPの背面にあるFG端子からの接地は、専用接

地としてください。「図（a）、接地工事はD種

接地、接地抵抗100Ω以下」FP 他の機器

D 種接地

（a）専用接地　最良

（b）共用接地　良 ・ 専用接地がとれないときは、図（b）の､共用

接地としてください。

・ 2mm2 以上の接地用電線を使用してください。

接地点は、FPの近くで接地線の距離を短くし

てください。接地線が長くなる場合は、太い

絶縁線を通して敷設してください。

FP 他の機器

D 種接地

（c）共用接地　不可

FP 他の機器

3-2-3 接地時の注意事項

3-2-4 入出力信号接続時の注意事項

・ 入力信号線、および出力信号線は、動力回路のケーブルとは別の配線系統に布線をしてくだ

さい。

・ 動力回路ケーブルを別の配線系統にできないときには、シールドケーブルを使用して、シー

ルド端を接地してください。
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3-3 動作モードおよび表示位置の設定

動作モードおよび表示位置の設定3-3

出荷時のスイッチの動作モード設定と調整

設定スイッチ（ディップスイッチ）は、本体背面にあります。

8

7

6

5

4

3

2

1

ON

SW1-5 バックライト自動OFFモードで起動するかしないかの選択

SW1-6 タッチパネル入力時、クリック音を鳴らすか鳴らさないかの選択

未使用（OFFの状態にしてください）

本体背面

ディップスイッチ

FPのディップスイッチは、出荷時には以下のように設定されています。出荷時は、「IBM-PC シ

リーズ」を対象として設定されています。

表示範囲を設定する場合は、本ディップスイッチを調整します。また、設定例どおりでもずれる

場合はディップスイッチで再調整してください。

SW1

SW1-4 表示モードの選択

未使用（OFFの状態にしてください）
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・ SW1-4

表示モードを設定します。

3-3 動作モードおよび表示位置の設定

・ SW1-5

バックライトの自動OFFスイッチです。

電源立ち上げ時にこのスイッチをON状態にしておくと、約５分間SIOの通信または

タッチ操作がない場合、自動的にバックライトがOFF状態になります。その後SIO

の通信またはタッチ操作があった場合、バックライトは自動的に復帰します。長時

間ご使用になられないことが多い場合はこのスイッチをON 状態にしておいてくだ

さい。また、SIOにて表示に関するコマンドが送られてきた場合は自動OFF機能は

無効となります。

・ SW1-6

クリック音のON/OFF スイッチです。

ON状態でタッチ操作をすることによりクリック音がなります。

SW1-4 表示モード

OFF

VGA標準グラフィック（640×480）モード
（ドットクロック周波数：25.175MHz±1％）

および
英語テキスト（720×400または720×350）モード
（ドットクロック周波数：28.322MHz±1％）

ON VGA特殊グラフィック（640×400または640×350）モード
（ドットクロック周波数：25.175MHz±1％）
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タッチパネルによる表示位置補正

FP のタッチパネル左上を押した状態で電源を入れると、表示位置補正モードに入ります。

このモードでタッチパネルの特定の領域（下図参照）を押すことにより、ドットクロックや表示
位置を補正できます(下図はイメージです。実際には出力されている画面が表示されます)。

出荷時のCONTRASTボリュームの設定と調整

FPのCONTRASTは出荷時に「IBM-PCシリーズ」を対象として設定されています。しかし接続され
るパソコンによってはRGB映像出力レベルが規定値ではない場合、色ずれやちらつきが発生する
ことがあります。その場合は以下の方法でボリュームの調整を行ってください。

・ 再調整される場合、静電気およびショートによる誤動作、破壊を防ぐた

め、ボリューム調整用のマイナスドライバはセラミック製やプラスチック

製の絶縁性のものをご使用ください。

3-3 動作モードおよび表示位置の設定

① 本体背面のネジを2本外し、IOマスクを外しま

す。

IOマスク

② CONTRAST ボリュームを回して調整を行います。

右に回すと明るく、左に回すと暗くなります。

CONTRAST
ボリューム

UP

DOWN

EXIT

DOT CLOCK + ......... 表示のちらつきの補正を行います。
－ ........ 表示のちらつきの補正を行います。

UP/DOWN UP ........ 表示位置を上方向に補正します。
DOWN ...... 表示位置を下方向に補正します。

RIGHT/LEFT RIGHT ..... 表示位置を右方向に補正します。
LEFT ...... 表示位置を左方向に補正します。

LEFT

DOT CLOCK－

電源投入時、

ここを押します。

DOT CLOCK +

RIGHT
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　タッチパネルコマンド集
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4-1 タッチパネルコマンド一覧

3. タッチパネルデータの入力に

ついて

4. タッチパネルコマンド

4-1 タッチパネルコマンド一覧

FP で使用するタッチパネルコマンドについて説明します。

1.タッチパネルコマンド一覧

2.パワーオンリセット

コード 機 能

65h 表示のON

66h 表示のOFF

67h バックライトのON

68h バックライトのOFF

69h クリック音（高音）のON

6Ah クリック音（高音）のOFF

6Bh クリック音（低音）のON

6Ch クリック音（低音）のOFF

71h ブザー（高音）のON

72h ブザー（高音）のOFF

73h ブザー（低音）のON

74h ブザー（低音）のOFF

FPで使うタッチパネルコマンド（ホスト→タッチパネル）について示します。タッチパネルか

らホストコンピュータへの転送フォーマット中にあるカンマ(,)は、文を明確にするために用

いています。

タッチパネルコマンドとは関係ありません。

データおよび命令コードは、すべて16進数で表しています。（例:65h = 65HEX）

＜タッチパネルコマンド一覧＞



4-2

4-2 パワーオンリセット

4-2 パワーオンリセット

タッチパネルは、電源起動時に以下の初期化を行います。

● 内部バッファのクリア

● シリアル通信の設定

ボーレート 9600bps

文字長 8ビット

パリティ なし

ストップビット 1ビット

● システムのデフォルト値を設定

機能 デフォルト設定

表示出力 ON

バックライト ON

クリック音 Dip SW1-6によってONまたはOFF（高音）

ブザー OFF

自動OFFモード Dip SW1-5によってONまたはOFF
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4-3 タッチパネルデータの入力について

4-3 タッチパネルデータの入力について

(0,0)

(1023,1023)

表示座標は、640×480の分解能で通常左上を原

点とします。そのため、タッチパネルからの入

力データを表示座標に変換するようソフトウェ

アで演算する必要があります。

■タッチパネルの座標データ

FP-570では、アナログ式のタッチパネルを採用しているので、表示座標の640×480すべての位

置を検出することができます。ただし、アナログ式タッチパネルの分解能は1024×1024のため、

それを640×480に変換するプログラムが必要となります。更に、タッチパネル自身の個体差を

補正するプログラム（キャリブレーション）も必要となります。

FPには以下のプログラムが標準添付されています。

ATPH.EXE........ 640× 480の座標データをユーザープログラムに渡します。

CALIB.EXE....... タッチパネルの個体差を補正します。ATPH とセットで使用します。

(1) 分解能

X座標・Y座標ともに1024の分解能です。

右上が原点(0,0 )になります。

*1 以下のソフトウェアは別売です。

TT-WIN/95 ：グンゼ（株）製Windows® 95用タッチパネルデバイスドライバ

TT-WIN/NT ：グンゼ（株）製PC/AT互換機対応WindowsNT®  用タッチパネルデバイスドライバ

TT-WIN  ：グンゼ（株）製PC/AT互換機対応Windows® 3.1用タッチパネルデバイスドライバ

GENIFA  ：（株）アイ・エル・シー製グラフィックライブラリ

FIX-32  ：インテルーション（株）製パソコン計装パッケージソフト

FIX-DMACS ：インテルーション（株）製パソコン計装パッケージソフト

OS I/Fプログラム キャリブレーション 使用可能アプリケーション
Windows(R)95 TT-WIN/95 *1 I/Fプログラムに内蔵 FIX-32 *1など
WindowsNT(R) TT-WIN/NT *1 I/Fプログラムに内蔵 FIX-32 *1など
Windows(R)3.1 TT-WIN I/Fプログラムに内蔵 FIX-DMACS *1など
DOS/V ATPH CALIB GENIFA *1など
その他 ユーザー作成 ユーザー作成 ユーザー作成
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＜例＞ X座標23、Y座標500をタッチした場合

T0023, 0500CR 押し始め

T0023, 0500CR 同じ位置でも連続で出力

T0024, 0500CR 離されずに移動しても追随して出力

T0024, 0499CR

 ： 押し続けている間は常に出力

T0022, 0501CR

T0023, 0500CR

R0023, 0500CR 離されたとき1データだけ出力

(3) サンプリングレート

最大約87ポイント/秒

(2) データフォーマット

データはすべて8ビットアスキー形式で、以下の合計11バイトで構成されます。

ヘッダー: 1バイト（T...押されている、R...離された）

X 座標: 4バイト(0000～ 1023)

区切り: 1 バイト( , )

Y 座標: 4バイト(0000～ 1023)

終了コード: 1 バイト(CR=0Dh)

CR,

X 座標

31h (‘0’)～ 39h (‘9’)4 桁

Y 座標

31h (‘0’)～ 39h (‘9’)4 桁

54h(‘T’)：押されている

52h(‘R’)：離された

2Ch (‘,’)固定 0Dh (‘¥n’)固定

4-4　タッチパネルデータの入力について
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4-4　タッチパネルコマンド

4-4 タッチパネルコマンド

クリック音（高音）のON　69h ( i )

タッチパネルをタッチした時のクリック音（高音）が発せられる状態にします。

クリック音（高音）のOFF　6Ah ( j )

クリック音（高音）をOFF状態にします。

クリック音（低音）のON　6Bh ( k )

タッチパネルをタッチしたときのクリック音（低音）が発せられる状態にします。

クリック音（低音）のOFF　6Ch ( l )

クリック音（低音）をOFF状態にします。

命令コードの横の(　)内は、キャラクタコードを示しています。

表示のON　65h ( e )

表示出力をON状態にします。同時にバックライトもON状態になります。

表示のOFF　66h ( f )

表示出力をOFF状態にします。同時にバックライトもOFF状態になります。

バックライトのON　67h ( g )

バックライトをON状態にします。同時に表示出力もON状態になります。

バックライトのOFF　68h ( h )

バックライトをOFF状態にします。同時に表示出力もOFF状態になります。

・ バックライト自動 OFF モード(Dip SW1-5)と表示コマンドについて

バックライト自動OFFモード(Dip SW1-5 が ON)に設定された状態で表示

に関するコマンドが送られてきた場合、それ以降自動OFFモードは無効に

なります。

自動OFFモードはFPの電源投入時にだけ設定されます。
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4-5　タッチパネルコマンド

ブザー（高音）のON　71h ( q )

ブザー出力（高音）をON状態にします。

ブザー（高音）のOFF　72h ( r )

ブザー出力（高音）をOFF状態にします。

ブザー（低音）のON　73h ( s )

ブザー出力（低音）をON状態にします。

ブザー（低音）のOFF　74h ( t )

ブザー出力（低音）をOFF状態にします。

ブザーとクリック音の優先順位は下記のとおりです。

同時処理はできませんので優先順位にしたがって処理されます。

また、各ブザー項目のOFFコマンドを送った場合、優先順位に関係なく、送ったコマンド

のブザー項目だけOFFになります。

＜例＞ 同時にブザー高音　ON

ブザー低音　ON

クリック音（高音）　ON

のコマンドが送られている場合にはブザー高音ON状態になっていますが、その

時ブザー高音OFFのコマンドを送った場合ブザー低音ON状態になります。

ブザー項目 コマンドコード 優先順位

ブザー高音　ON 71h 高

低

ブザー低音　ON 73h

クリック音(高音)　ON 69h

クリック音(低音)　ON 6Bh
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予約（リザーブ）

下表のコマンドは予約（リザーブ）コマンドです。

これら予約されているコマンドの場合、不良コマンドとして扱われる場合とあつかわ

れない場合があります。

20h

予約（リザーブ）

21h

22h

23h

25h

26h

27h

28h

29h

2Ah

2Bh

33h

3Ch

41h

42h

43h

44h

45h

46h

47h

4-4　タッチパネルコマンド
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このページは、空白です。
ご自由にお使いください。
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タッチパネル
通信用プログラム

・ このプログラムは、PC/AT 互換機のDOS/V 上で動作します。

それ以外の機器やOSを使用した場合の動作は保証できません。

・タッチパネルハンドラー

ATPH.EXE

・タッチパネルデータ補正

CALIB.EXE

付属品の3.5インチフロッピーディスクには、アプリケーションでタッチパネルデータの検出を

容易にするタッチパネルハンドラーと、タッチパネルの個体差を補正するキャリブレーションプ

ログラムが入っています。

1. 付属ソフトウエアの内容

2.動作環境

3.タッチパネル入力用ファイル

5-1 付属ソフトウエアの内容

5-1 付属ソフトウエアの内容

第 5 章
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5-2 動作環境

FP本体

オプション

アナログRGB

インターフェイスケーブル(5m)

(FP61V-IV00-O)

(VGA 仕様:Dsub15 ピンオス)

オプション

SIO インターフェイスケーブル(5m)

(FP61V-IS00-O)

(DOS/V 仕様:Dsub9 ピンメス)

タッチパネル通信用プログラム

3.5インチフロッピーディスク

5-2 動作環境

DOS/Vパソコン
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5-3 タッチパネル入力用ファイル

5-3

5-3-1

表示座標

(640,480)

表示座標

(0,0)

タッチパネル座標

(1023,1023)

※ ATPH.EXE 使用時にタッチパネル座標が表示座標に変換されます。

タッチパネル座標

(0,0)

アナログ式タッチパネルからは、右上を原点として1024× 1024の分解能で入力が行われます。

一方、表示パネルは640×480ドットの分解能で、通常左上を原点として使用します。したがっ

て、タッチパネルからの入力をそのままの状態で使用した場合は、タッチ位置と表示位置が合い

ません。そこで、タッチパネルからの入力を表示パネルの分解能と原点に合わせて変換し、タッ

チパネルからの絶対座標入力またはエリア入力をアプリケーションプログラムで簡単に行えるよ

うにするのが、ATPH.EXE(タッチパネルハンドラー)です。

タッチパネル座標と表示座標の関係は、次のとおりです。

タッチパネル入力用ファイル

ATPH.EXE(タッチパネルハンドラー)
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■起動方法

ATPH -d［パラメータ］　　　または、ATPH -r

　※パラメータ説明

-d 必ずこのパラメータを付けてください。

-a<n> タッチパネルが接続されているSIO ボードのI/O ベースア
ドレスを指定します。
(16 進、デフォルト値2f8)

n= 3f8(COM1)
2f8(COM2)　

5-3 タッチパネル入力用ファイル

　起動すると、画面上に以下のメッセージが表示されます。

Analog Touch Panel Handler ATPH.EXE Version 1.00

Copyright (c) 1993 Digital Electronics Corporation

Stay resident.

　起動後、コマンドはメモリに常駐します。

・ CALIB.EXE で作成されたデータファイルが存在しなかったなどの理由で

エラーが発生すると、画面上に以下のメッセージを表示し、データ補正を

行わないモードで起動します。

WARNING!! Can't open CAL file.

Stay resident.

・ 補正が正しく行われないと、表示位置とタッチ入力位置にズレが生じる

場合があります。

-q<n> タッチパネルが接続されているSIO ポートの割り込みレベル
(IRQ )を指定します。(デフォルト値 3)

n= 4 ( C O M 1 )
3 ( C O M 2 )

-in ファンクションコールのソフトウエア割り込みのベクター番
号を設定します。
(16 進、デフォルト値59)

-R コマンドの常駐を解除します。

-c< パス名> CALIB.EXE(タッチパネルデータ補正)によって求められ
た補正値のデータファイルを指定します。
(デフォルトではカレントディレクトリのATPH.CAL が指定
されます)
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5-3 タッチパネル入力用ファイル

■ファンクション

ATPH.EXE には次の機能があり、ソフトウエア割り込み(デフォルト値、INT59h)を用

いてファンクションコールします。

次に各ファンクションについて説明します。

ファンクション8100h タッチパネルの入力(無限待ち)

押された座標を返します。入力がなければ無限に待ちます。

< 入力情報> AX=8100h

< 出力情報> A H = 0 :正常終了

BX=Y 座標(0 ～ 479)

DX=X 座標(0 ～ 639)

CX= アナログタッチパネルの入力バッファ有効数

押された座標を返します。入力がなければ直ちに復帰します。

< 入力情報> AX=8101h

< 出力情報> AH= 0 :入力あり

1 :入力なし

BX= Y 座標(0 ～ 479)

DX= X 座標(0 ～ 639)

CX= アナログタッチパネルの入力バッファ有効数

ファンクション8101h タッチパネルの入力(即時復帰)

ファンクション
コード 内　　容

8100h タッチパネルの入力(無限待ち)

8101h タッチパネルの入力(即時復帰)

8102h タッチパネルの非破壊入力

0200h 入力バッファのクリア

8500h タッチパネルの状態検出

FE00h 常駐確認

＜INT 59h　ファンクション一覧表＞



5-6

5-3 タッチパネル入力用ファイル

押された座標を返します。タッチパネルの入力バッファを更新しません。

< 入力情報> AX=8102h

< 出力情報> AH= 0 :入力あり

1 :入力なし

BX= Y 座標(0 ～ 479)

DX=X 座標(0 ～ 639)

CX= アナログタッチパネルの入力バッファ有効数

タッチパネルの入力バッファをクリアします。

< 入力情報> AX= 0200h

< 出力情報> AH= 0 :正常終了

タッチパネルの状態を返します。

< 入力情報> AX= 8500h

< 出力情報> AH= 640 × 480 モード時のステータス

ビット1 ビット0 内容

0 0 押された

0 1 変化なし

1 0 (未使用)

1 1 離された

ファンクション8102h タッチパネルの非破壊入力

ファンクション0200h 入力バッファのクリア

ファンクション8500h  タッチパネルの状態検出
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ATPH.EXE が常駐している場合は、固定メッセージとバージョンを返しま

す。

< 入力情報> AX=FE00h

< 出力情報> A H = 0 :正常終了

BL=‘Y’

BH=‘B’

CX= バージョン番号

ビット 15 00

Carry= クリア

ファンクションFE00h 常駐確認

0001

ATPH.EXE
識別番号

バージョン番号



5-8

5-3 タッチパネル入力用ファイル

5-3-2

使用環境や経年変化により、タッチパネルの理論値と実測値に誤差が生じるため、定期的に誤差

補正を行う必要があります。これをCALIB.EXE（タッチパネルデータ補正）で行います。

CALIB.EXEは、画面上の指定位置（左上と右下）をタッチすることにより、理論値と実測値の差

から補正値を求めます。その結果を元にATPH.EXE（タッチパネルハンドラー）で利用される補

正データファイルが作成されます。

■起動方法
CALIB -d [パラメータ]

　※ パラメータ説明

-d 必ずこのパラメータを付けてください。

-a<n> タッチパネルが接続されているSIO ボードのI/O ベースアドレス
を指定します。
(16 進、デフォルト値2f8)

n= 3f8(COM1)
2f8(COM2)

CALIB.EXE(タッチパネルデータ補正)

-q<n> タッチパネルが接続されているSIO ポートの割り込みレベル
(IRQ )を指定します。(デフォルト値 3)

n= 4 ( C O M 1 )
3 ( C O M 2 )

-c< パス名> CALIB.EXE(タッチパネルデータ補正)によって求められた補正
値のデータファイルを指定します。

・ COM2 に接続する場合は、デフォルトで使用できます。

■操作手順

①
Analog Touch Panel Calibration CALIB.EXE Version 1.00
Copyright(c)1993 Digital Electronics Corporation

Calibration Mode

Touch upper left and lower right cornner of the screen.
[Enter]   : Go to test mode.

   [Esc]   : Terminate program.
Upper left   Lower right
(0000,0000) (0000,0000)

① CALIB.EXE を起動すると、画面

上に左図のメッセージが表示さ

れ、左上と右下の指定位置が点灯

します。
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　Calibration data name? 　ATPH.CAL_____　

Analog Touch Panel Calibration CALIB.EXE Version 1.00
Copyright (c) 1993 Digital Electronics Corporation

Calibration Mode

Touch upper left and lower right corner of the screen.
[Enter   : Go to test mode.　　
[Esc]　: Terminate program.
Upper left    Lower right
(0039.0026)  (0997.0988)

② 点灯している位置を、順次タッチ

します。

5-3 タッチパネル入力用ファイル

③ 　　　キーで“テストモード”に
入ります。
求められた補正値が正しいかどう
かをテストします。
指でなぞったとおりに軌跡が描か
れればOK です。そうでない場合
は“キャリブレーションモード”
に戻り、点灯箇所を正確にタッチ
し直してください。

・ [ESC]キーで“キャリブレー
ションモード”に戻ります。

④ テスト結果がOK ならば、
[Enter]キーを押します。
左のメッセージが表示されたら、
データファイル名を入力して　　
キーを押します。

Analog Touch Panel Calibration CALIB.EXE Version 1.00
Copyright(c)1993 Digital Electronics Corporation

Test Mode

[Enter] : Save calibration data and Exit.
[Esc] : Return to calibration mode.　

Terminate program without saving calibration data?(Y/N)

・ CALIB.EXE起動時にパラメー
タ(-C=[パス名])でデータ
ファイル名を指定している場
合は、左のメッセージは表示
されずにプログラムが終了し
ます。

入力します

②

③

④

実測値と理論値の差から補正値が求

められます。
画面上に実測値が表示されます。

・ プログラムを中断したい場合
は[Esc]キーを押します。左
のメッセージが表示されたら
[ Y ] と入力してください。
データをセーブせずにプログ
ラムを終了します。ここで
[N]と入力すると、“キャリ
ブレーションモード”に戻り
ます。

・ 2点を同時にタッチしないで
ください。

・ 点灯箇所の真上を正確にタッ
チしてください。

・ タッチし直すと、実測値が再
表示されます。



5-10

このページは、空白です。
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第 ６ 章

6-1 トラブルシューティング

1. トラブルシューティング

トラブルシューティング

6-1 トラブルシューティング

● 配線の取付けは、感電の危険性がありますので電源が供給されていないことを必ず確認し

て作業を行ってください。

● バックライトの交換作業時、感電およびやけどの危険性がありますので、必ず電源を切

り、手袋着用のうえ作業を行ってください。

警 告

・ 本章でいうトラブルはFP側に原因があり、ホスト側には原因のないもの

とします。ホスト側のトラブルについては、ご使用のホストのマニュアル

を参照して処置を行ってください。

FPの使用中に発生するトラブルには、次のようなものがあります。

・ 画面表示しない

電源を入れても画面表示しない。運転中に画面表示が消えてしまう。表示状態が正常でな

い。

・ タッチパネルがきかない

タッチパネルを押しても反応しない。反応が異常に遅い。

それぞれのトラブルに対する処置方法を、フローチャートで次ページ以降に記します。

6-1-1 発生するトラブル
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6-1-2 画面表示しないとき

電源スイッチを入れても画面表示を行わない場合や、運転中に画面表示が消えてしまった場合
は、次のフローチャートに従ってトラブルの原因をみつけ、適切な処理を行ってください。

画面を表示しない

バックライト
(CFL)は点灯して

いるか

電源スイッチをOFFにする

いる

いない

正しい電源電圧を供給してください。
　　　　第２章 仕様参照→参照→参照→参照→参照→

いない

いる

使用機に合った
電源電圧が供給
されているか

電源ケーブルは正し
く接続されているか

いる

いない

いる

いないバックライト
(CFL)は正しくセット
されているか

正しく配線し直してください。
　　　　第３章 設置と配線参照→参照→参照→参照→参照→

バックライト(CFL)ケーブルを正しく
FPにセットしてください。バックライ
トがきれている場合は交換してくださ
い。
　　　　7-3 バックライトの交換方法参照→参照→参照→参照→参照→

FPに異常があります。
お買い求めの代理店、または
(株)デジタル サービス・リ
ペアセンター( 0 7 2 5 - 5 3 -
4154)までご連絡ください。
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いる

いない
パソコンは起動
しているか

いる

RGBケーブルを正しく接続し直してく
ださい。
　　　　2-4 オプションケーブル

  ピン番号

いない

はい

Dip SW1-4で正しい表示モードを選択
してください。
　　　　3-3 動作モードおよび表示
       位置の設定

いいえ
表示モードは
正しいか

いない

表示位置補正を行ってください。
　　　　3-3 動作モードおよび表示
        位置の設定

いる
正常ではないが
表示はしているか

パソコンを起動してください。

RGBケーブルは
正しく接続されて

いるか

FPに異常があります。
お買い求めの代理店、または
(株)デジタル サービス・リ
ペアセンター( 0 7 2 5 - 5 3 -
4154)までご連絡ください。

参照→参照→参照→参照→参照→

参照→参照→参照→参照→参照→

参照→参照→参照→参照→参照→
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6-1-3 タッチパネルがきかないとき

タッチパネルを押しても反応しない場合は、次のフローチャートに従ってトラブルの原因をみつ

け、適切な処置を行ってください。

タッチパネルがきかない

はい

・ DOS/Vパソコンをご使用の場合、CALIB.EXEでタッチパネルデータ通信ができ

ます。CALIB.EXEを実行して動作確認してください。

5-3-2 タッチパネル入力用ファイル/CALIB.EXE(タッチパネルデー

タ補正)

参照→参照→参照→参照→参照→

SIOケーブルを正しく接続し直してく
ださい。

  2-4 オプションケーブル
  ピン番号

いいえ

はい

参照→参照→参照→参照→参照→

FPに異常があります。
お買い求めの代理店、または
(株)デジタル サービス・リ
ペアセンター( 0 7 2 5 - 5 3 -
4154)までご連絡ください。

SIOケーブルは
正しく接続されて

いるか
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保守と点検

第 7 章

1.通常の手入れ

2.定期点検

3.バックライトの交換方法

4.アフターサービス

　FPを快適に使用するための注意や点検基準を説明します。

7-1 通常の手入れ

7-1-1 ディスプレイの手入れ

ディスプレイの表面、およびフレームが汚れた時には、やわらかい布に水でうすめた中性洗剤をし

み込ませて固く絞り、ディスプレイの表面やフレームの汚れを拭き取ります。

・ シンナー、有機溶剤、強酸系などは使用しないでください。
・ シャープペンシルなどの先が鋭利なもので画面に触れないでくださ

い。キズや故障の原因になります。

注 意

7-1 通常の手入れ
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7-1-2 防滴パッキンについて

防滴パッキンは、防塵・防滴効果を得るために使います。

・ 長期間使用した防滴パッキンはキズや汚れがつき防塵・防滴効果が得られ

ない場合があります。定期的（キズや汚れが目立ってきた場合）に交換し

てください。

■取り付け方法

①本体の角には、図のように４つのリブがあ

ります。パッキンを置くように本体の溝に

挿入し、各リブにはめ込みます。

禁 止・パッキンは伸縮性がないため、
引っ張らないでください。無理に

引っ張るとちぎれる恐れがありま

す。

・本体の角にパッキンの継ぎ目

（接合部）を挿入しないでくださ

い。挿入すると、継ぎ目に引っ張

る力が加わり、パッキンがちぎれ

る原因となります。

FPシリーズ本体

リブ

リブ

継ぎ目（接合部）

7-1 通常の手入れ
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②同様に、残り上下左右のリブに取り付

けてください。

・ パッキンには凹型のくぼみがあ

ります。くぼみを上下として溝

に挿入してください。

＜断面図＞

パッキン

溝

・パッキンが溝に正しく装着され

ていないと、防滴効果（IP65f相

当）は得られません。

・パッキンが均等に2mm程度、溝

から表面に現れていれば、正し

く装着された状態です。取り付

けの際は、必ず装着状態を確認

してください。

7-1 通常の手入れ
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7-2 定期点検

7-2 定期点検
　FPを最良の状態で使用するために定期的に点検を行ってください。

・周囲環境の点検項目
□周囲温度は適当（0～40℃）か？
□周囲湿度は適当（30～85%RH）か？
□雰囲気は適当（腐食性ガスのないこと）か？

・盤内使用の場合は、盤内が周囲環境です。

・電気的仕様の点検項目
□電圧は範囲内（AC85～132V）か？

・取り付け状態の点検項目
□接続ケーブルのコネクタは完全に差し込まれている（ゆるみがない）か？
□本体取り付け金具はゆるみがなく、しっかり取り付けられているか？
□防滴パッキンにキズや汚れが目立ってきていないか？
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7-3 バックライトの交換方法

7-3 バックライトの交換方法

警 告

BA

． コネクタ

．
バックライトC

．

フック
D

・ バックライトの交換は、必ず本体の電源を切ってから行ってください。

・ 高温のため、作業には必ず手袋を着用してください。

・ 電源が入った状態では、バックライトに高電圧がかかっていますので、絶対に手を触れな

いでください。

・ 電源を切った直後はバックライト、本体とも高温になっていますので、ご注意ください。

以下の手順にしたがってください。作業は必ず手袋を着用してください。

① FPの電源を切ってください。

② 本体背面上部2カ所にあるネジをドライバーでゆるめます。（図 A ）

③ FPの上部のみ開け、コネクタを抜きます。（図 B ）

④ バックライトを抜き取ります。（図 C ）

⑤ 交換用バックライトを差し込み、コネクタをはめます。

⑥ FP下部のフックは穴にはめ込み、背面をネジ止めします。このときコネクタのケー

ブルを挟まないように注意してください。（図 D ）
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7-4 アフターサービス

アフターサービス

■サービス・リペアセンター

（株）デジタル製品の故障、修理などのご相談に対応いたします。

お問い合わせの際には問題点、現象などをあらかじめ書き留めてからご連絡くださいますようお

願いいたします。また、ご送付の際にも問題点、現象を書き留めた文書を同封願います。

なお、修理について交換された部品の所有権は(株)デジタルに帰属するものとします。

■お問い合わせ先

サービス・リペアセンター 大阪

TEL （0725)-53-4154

FAX （0725)-53-4156

・ 以下のサービスの受付け窓口は、当社代理店、当社営

業マン、または当社サービス・リペアセンターです。

料金、お支払い方法については以下を参照してくだ

さい。

◆契約保守

年間一定料金で契約を結ぶことにより、不具合（表示デバイスを除く）に対して無償でサービ

ス・リペアセンター修理をするシステムです。

◆サービス・リペアセンター修理

お客様より修理品をサービス・リペアセンターへ返却して頂き、修理をするシステムです。故障

した製品を宅配便等でお送り頂き、修理後お返しいたします。この際、送料は送り主負担とさせ

て頂きます。また、梱包は購入時の梱包にて送られることを原則とさせていただきます。購入時

の梱包箱がない場合は、ご購入頂いた販売店、当社サービス・リペアセンターへご相談ください。

◆出張修理

サービスマンを派遣し、現地で修理するシステムです。（修理品をお引取りし、サービス・リペ

アセンター修理となる場合があります。）

◆引取修理

修理品を引取りに伺い、修理後お届けするシステムです。

◆保証体系

保証期間内12ヶ月は無償で修理させて頂きます。ただし、保証期間内であっても火災・公害・異

常電圧・天災地変など、外部に原因がある故障および使用上の誤り、不当な修理や改造による故

障・損傷は有償修理となります。
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◆有償修理

保証期間後は有償で修理させて頂きます。

有償修理の場合は、サービス・リペアセンターよりお見積もりを連絡させて頂きます。まことに

勝手ながら、お見積もりの連絡後、10営業日以上ご回答のない場合は、未回答返却として未修

理状態で返却させて頂きます。なお、未回答返却の際は、運送費は着払いとさせて頂きますので

ご了承ください。

◆無償修理

保証内容は本体の修理(ハードウェア)に限定させて頂きます。

ソフトウェアの損失に関しては、その原因がハードウェアの故障に起因する、しないに関わらず

保証しかねます。

■技術ご相談窓口

FPシリーズご使用時の技術的なご相談を承ります。

1　お問い合わせの前に

まずマニュアルの該当するページをご覧ください。

2　お問い合わせの際には次の点についてお知らせください。

・氏名

・連絡先の電話番号

・使用機種

・使用環境

問題点・現象・操作を行った手順などを、あらかじめ書き留めてからご連絡くださるよう

お願いいたします。

3　お問い合わせ先

■月～金　 9:00～ 17:00

東京 TEL (03)5821-1105

名古屋 TEL (052)932-4093

大阪 TEL (06)6613-3115

■月～金　17:00 ～ 19:00

  専用ダイヤル TEL (06)6613-3206

■土･日･祝日(12月 31日～1月3日を除く)　9:00～ 17:00

　専用ダイヤル TEL (06)6613-3206
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